
　　将来都市像を実現するための施策体系図（案）

基本目標 基本政策 施　　　策 基本目標 施　　　策

結婚～妊娠～出産～子育てへの切れ目のない支援 妊娠～出産～子育てへの切れ目のない支援

学びと夢を育てる学校教育の充実 多様な連携と交流の推進

地域で支える青少年の健全育成 新たな活力の創出と人材育成

シティプロモーションの展開

スポーツ・レクリエーションの振興 多様な地域づくりの推進

芸術・文化活動の推進 魅力的な都市（まち）づくりの推進

歴史と文化の継承・発展

世代を超えて学ぶ生涯学習

男女共同参画社会づくりの推進 特色ある農業の振興

恒久平和の推進と人権意識の醸成 循環型森林・林業の推進

国際・国内交流の推進 ３つの海が育てる水産業の振興

個性と魅力あふれる商工業の活性化

特色ある農業の振興 安定した雇用の創出

豊かな森林を育む林業の振興 新たな活力の創出と人材育成（再掲）

３つの海が育てる水産業の振興

個性と魅力あふれる商業の活性化 学びと夢を育てる学校教育の充実

安定した雇用の創出と人材育成 地域で支える青少年の健全育成

新たな産業活力の創出 世代を超えて学ぶ生涯学習の推進

女性活躍と男女共同参画社会づくりの推進

おもてなしの観光づくり 恒久平和の推進と人権意識の醸成

ふるさとの物産づくり

交流促進による地域の活性化

歴史と文化が息づくまちづくり

総合的な防災体制の強化 スポーツ・レクリエーションの振興

交通安全・防犯意識の推進 おもてなしの心による観光振興

ふるさとの物産づくり

安心できる地域福祉 水とみどり豊かな環境づくり

健康づくりと保健・医療の充実 未来につながる環境の保全

明るく活力ある長寿社会づくり シティプロモーションの展開（再掲）

自立と共生の障害者支援

自然環境の保全と継承 安心できる地域福祉の推進

水とみどり豊かなまち 健康づくりと保健・医療の充実

良好な市街地の整備 明るく活力ある長寿社会の実現

交通基盤の整備 自立と共生の障害者支援

都市機能の整備 総合的な防災体制の強化

多様な地域づくりの推進 交通安全・防犯意識の推進

安全・安心な暮らしを支える基盤づくり

【計画実現に向けた基本姿勢】 暮らしと経済を支える交通基盤の整備

シティプロモーションの展開

健全で効率的な行財政運営の推進 健全で効率的な行財政運営の推進

第２次諫早市総合計画（平成２８年度～令和７年度） 第３次諫早市総合計画（令和８年度～令和１７年度）
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将来都市像

活力あふれる商工業の振
興と雇用の創出

地域資源を活かした観
光・物産

魅力ある
まちづくり

安全なまちづくり

安心なまちづくり

活力ある
しごとづくり

地域特性を活かした農林
水産業



基本目標 施　策 目指す姿 施策の展開 主な取組

妊娠～出産～子育てへの切れ目
のない支援

健やかな子どもを育む「子育て・子育
ち応援のまち」

幼児期の教育・保育の量的拡充と質の改善及び地域に
おける多様な子ども・子育て支援

 幼児期の教育・保育の量的拡充と質の改善

 地域子ども・子育て支援事業

 ニーズに応じた子育て支援の実施

子どもの成長に合わせた子育て支援

 切れ目のない保健・医療の提供

 子どもの誕生前から幼児期までの支援

 学童期・思春期・青年期への支援

子育て家庭の親に対する支援

 子育て情報の提供及び相談支援

 親子で取り組む子育て・子育ち支援

 子育て家庭への経済的な支援

 仕事と育児の両立支援（ワーク・ライフ・バランス）

地域社会で取り組む子育て活動の充実
 地域のボランティアなどによる支援

 地域子ども教室との連携

支援が必要な子どもと家庭のための支援

 障害のある子ども等への支援

 子どもの権利を擁護するための支援

 関係機関との連携による支援

多様な連携と交流の推進 多文化共生・国際交流の推進
 多文化共生の地域づくり

 市民主体の国際化推進

外国人材の受入促進  多様な背景を持つ人々が共に働き、暮らせる環境整備

広域・官民連携の推進
 広域行政の推進

 大学や高校、民間企業等との連携

国内交流の推進  国内友好交流都市との地域間交流の推進

新たな活力の創出と人材育成 新規ビジネス支援
 創業支援ワンストップ窓口の開設

 市制度融資の充実

地域産業を支える人材の確保・育成

 職業訓練校の支援

 人材育成機関の支援（IT人材など）

 ハローワークとの連携に係る人材確保

若者の地元就職の促進
 企業と高校との情報交換会の開催

 若者向け県内企業説明会の開催

シティプロモーションの展開 シティプロモーションの推進  シティプロモーション戦略に基づく施策の推進

郷土愛を育む市民目線の広報広聴活動

 広報諫早の充実

 ホームページ、SNS等を活用した積極的な情報発信

 市民の声を大切にした広聴活動の推進

 横断的な広報体制構築のための人材育成

選ばれるまちづくり

 出会いのきっかけづくり

 きめ細かな移住相談

 空き家バンクの利用促進

 地域おこし協力隊と連携した情報発信

 新生活実現支援

多様な地域づくりの推進 つながり守る地域づくり

 自治活動支援

 地区集会施設整備支援

 地域自治意識の醸成

特色あるまちづくりの推進
 地域づくり事業の推進

 地域活動拠点の整備

良好な地域社会の維持のため自治会活
動を支援することにより、地域がつな
がりを守るとともに、市民協働による
特色のあるまち

第３次諫早市総合計画の施策体系（案）
将来都市像
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市民主体の国際交流や姉妹・友好都市
との交流を通じて、多文化共生と地域
活性化が進んでいるまち

地域産業を担う人材が育ち、地元での
就職や起業が活発に行われているまち

「住み続けたい」、「住んでみたい」
と感じてもらえる、誰にとっても「住
みよい」、「選ばれる」まちの実現の
ため、市民が地元に対して誇りや愛着
を持ち、行政と共に市の魅力発信を行
うまち



基本目標 施　策 目指す姿 施策の展開 主な取組

第３次諫早市総合計画の施策体系（案）
将来都市像

魅力的な都市（まち）づくりの
推進

すべての市民が住みたい場所で、安
全・安心・快適に暮らせる持続可能な
まち

未来へ向けたまちづくりの推進

 諫早市の新しい都市計画の実現

 都市計画基本方針の改訂

 立地適正化計画の策定

 特定用途制限地域の決定

 開発や建築に関するルールづくり

 都市景観づくりの推進

 都市計画・土地利用における都市DXの推進

地域の特性に応じた適正な土地利用誘導と定住促進

 新たな土地利用政策による適正な土地利用の誘導と定住促進

 新たな制度による土地活用と環境保全のルールづくり

 身近な生活利便施設の充実と定住促進

 インターチェンジ周辺における産業立地の推進

 幹線道路沿いにおける土地利用の推進

まちなか再生の推進

 都市再生整備計画の推進

 都市計画施設の整備促進

 都市空間の創出と地域コミュニティの形成

 民間活力を活かしたまちづくりの推進

 諫早南部土地区画整理
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基本目標 施　策 目指す姿 施策の展開 主な取組

第３次諫早市総合計画の施策体系（案）
将来都市像

特色ある農業の振興
地域の特性を活かし、持続可能で魅力
ある農業が発展しているまち

次世代につなげる農業づくり

 担い手の育成

 農業の集団化・組織化の推進

 農業生産基盤の整備

 生産性向上のための支援

 スマート農業の導入支援

 資源循環型農業への支援

 優良家畜導入への支援

 家畜防疫対策

農村集落の環境づくり

 多面的機能の活動支援

 中山間地域への支援

 環境保全型農業への支援

有害鳥獣の対策強化及び利活用
 有害鳥獣の被害防止対策

 ジビエの活用及び消費拡大

循環型森林・林業の推進
「伐って、使って、植えて、育てる」
森林の循環利用を推進し、持続可能な
森林・林業が発展しているまち

将来にわたって安定した林業経営の推進

 低コスト化・省力化等の推進

 担い手の育成・確保

 スマート林業の推進

 花粉発生源対策の推進

魅力ある森林づくり

 市民に親しまれる森林の整備

 市民や企業による森林づくりの支援

 木材利用の普及啓発

森林の多面的機能の強化

 森林経営管理制度の推進

 広葉樹林や針葉樹林の整備促進

 多面的機能の活動支援

 里山林の維持・整備の推進

３つの海が育てる水産業の振興
３つの海に囲まれた特性を活かし、持
続可能で魅力ある水産業が発展してい
るまち

豊かな漁場の回復

 稚魚の放流等による資源の維持

 漁場を維持するための活動支援

 資源を育てる藻場や浅場の保全

魅力的な漁業の創出

 新しい漁法や養殖方法の推進

 ３つの海の魅力発信イベントの開催

 付加価値の高い水産物の産地化

 スマート水産業の推進

活気のある海辺づくり

 安全安心な漁港や海辺の整備

 漁業をつなぐ担い手の確保・育成

 地域の魅力を活かした海業の振興

個性と魅力あふれる商工業の活
性化

活気ある商店街と中小企業が発展して
いるまち

商店街など中心市街地の賑わい創出
 商店街集客イベントへの支援

 商店街魅力向上の支援

中小企業等への支援
 市融資制度の充実

 商工団体活動支援

安定した雇用の創出
地場産業の振興と企業誘致の促進によ
り地域産業の活性化と雇用の安定・拡
大が図られるまち

企業誘致および既存企業の投資拡大

 工場等設置奨励事業

 製造業誘致活動の強化

 工業用水整備促進

新たな産業団地の整備促進  （仮称）諫早平山産業団地の整備促進

新規ビジネス支援
 創業支援ワンストップ窓口の開設

 市制度融資の充実

地域産業を支える人材の確保・育成

 職業訓練校の支援

 人材育成機関の支援（IT人材など）

 ハローワークとの連携に係る人材確保

若者の地元就職の促進
 企業と高校との情報交換会の開催

 若者向け県内企業説明会の開催

新たな活力の創出と人材育成
（再掲）

地域産業を担う人材が育ち、地元での
就職や起業が活発に行われているまち
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基本目標 施　策 目指す姿 施策の展開 主な取組

第３次諫早市総合計画の施策体系（案）
将来都市像

学びと夢を育てる学校教育の充
実

個性と創造力を伸ばす教育

 確かな学力の育成

 健やかな体の育成

 ふるさと教育の推進

 国際理解教育の推進

 学校における指導体制の充実

教育環境の充実

 安全安心で快適な学校施設の整備

 効率的で安全安心な学校給食の推進

 奨学金制度の推進

 地域とともに歩む魅力あふれる学校づくり

 コミュニティ・スクールの推進

 部活動の地域展開

心がふれあう安全な学校環境づくり
 心のケア相談体制の充実

 いじめ・不登校対策

地域で支える青少年の健全育成 豊かな人間教育

 地域学校協働活動の推進

 平和教育の推進

 人権教育の推進

 体験活動の充実

家庭・地域の連携による青少年健全育成

 家庭教育の充実

 地域社会の教育力の向上

 サポートネットワークの整備・充実

教育環境の充実  公民館・社会教育施設機能の整備・充実

生涯学習の充実

 多様な学習機会の提供

 新たな人材発掘・育成

 学習成果を活動につなげるシステムの構築

 社会人の学び直し（リスキリング・リカレント教育）の推進

「図書館のまち諫早」の推進

 すべての人に開かれた読書環境づくり

 子どもの読書活動の推進

 図書館ボランティアとの連携

 多彩なイベントによる情報発信

 様々な課題解決に向けたレファレンスサービスの充実

 図書館におけるデジタル技術の導入と活用

女性活躍と男女共同参画社会づ
くりの推進

男女共同参画意識の浸透

 男女共同参画啓発

 推進体制の強化

 女性相談業務

女性の能力発揮・人材育成と登用促進

 市審議会等の委員への女性の登用促進

 女性活躍推進人材育成

 女性の社会参画促進への支援

恒久平和の推進と人権意識の醸
成

平和都市諫早宣言の実行
 平和教育推進

 恒久平和の実現へ向けた意識啓発と継承活動

人権を尊重する社会づくり

 人権擁護活動の推進

 人権尊重意識醸成の推進

 人権教育推進
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互いが対等な立場で希望する活動に参
画し、自分の個性や能力を生かして、
各々の場で活躍することができるまち

すべての人の尊厳や人権が守られ、安
心していきいきと暮らすことができ、
個性や価値観を認め合う住みやすいま
ち
まち全体が世界の恒久平和を願い、人
を思いやる気持ちを持った子どもたち
や若者であふれるまち

世代を超えて学ぶ生涯学習の推
進

「豊かな人間教育」「確かな学力向
上」「教育環境の充実」「生涯学習の
充実」を図り、豊かな学びと夢や将来
へのあこがれをもった子どもたちや若
者であふれるまち

地域の子どもが地域で育ち、そこで
育った子どもが将来、その地域の子ど
もを育てる好循環のまち

市民誰もがいつでも快適に学習機会へ
アクセスでき、そこで得た知識や能力
を地域社会の中で発揮できるまち



基本目標 施　策 目指す姿 施策の展開 主な取組

第３次諫早市総合計画の施策体系（案）
将来都市像

歴史と文化が息づくまちづくり 文化財の保存による歴史文化と自然の継承、発展

 文化財等保存整備

 文化財環境整備

 歴史発掘（歴史文化の掘り起こし）

 文化財調査研究

 伝統文化継承

文化財を活用した交流人口の拡大

 文化財活用事業

 歴史街道観光活用事業

 ゆかりの地交流事業

芸術文化の顕彰
 学校における芸術文化振興

 郷土出身の文化人の顕彰

芸術文化にふれる機会の創出

 芸術・芸能鑑賞機会の創出

 地域の文化・歴史等の学習の場づくり

 美術・歴史館の運営

市民の芸術文化活動の支援
 文化団体の活動支援

 （仮称）市民交流センターの整備

スポーツ・レクリエーションの
振興

誰もが身近にスポーツやレクリエー
ションを楽しめる環境を整備し、年齢
や障害の有無に関わらず健康で活力あ
るまち

スポーツ拠点施設の充実

 スポーツ競技施設整備・充実

 スポーツ拠点施設・競技施設の利用促進

 民間活力を生かしたスポーツ環境づくり

スポーツによる交流人口の拡大

 スポーツ大会・合宿等の誘致

 広域スポーツイベントの展開による魅力発信

 スポーツ交流の推進

スポーツ競技力の向上
 スポーツ競技力向上支援

 スポーツ表彰・支援

生涯スポーツの振興

 地域スポーツ・レクリエーション環境の充実

 総合型地域スポーツクラブの推進

 スポーツへの参加促進

おもてなしの心による観光振興
自然景観やまつりなどの観光資源を磨
き、観光地としての魅力を高め、訪れ
る方を笑顔にするまち

観光地域づくりの推進

 観光情報発信

 体験型観光の推進

 インバウンドの受入拡大

 広域観光の推進

 受入体制の整備

市民参加型イベントの推進
 諫早三大まつりの実施及び支援

 賑わい創出イベントへの支援

ふるさとの物産づくり
魅力ある地場産品の販売促進等に取り
組み、地域経済の更なる活性化を目指
すまち

地場産品の開発・研究

 新たな地場産品の開発支援

 ６次産業化に向けた支援

 農産物ブランド化の支援

 産地拡大支援

 付加価値の高い水産物の産地化

 地場産品のブラッシュアップ

地場産品の普及・販売促進

 ふるさと納税の返礼品としての活用促進

 物産展等への出展

 販売促進の支援

 道の駅や直売所等による地場産品の普及促進及び販路拡大の推進

 ３つの海の魅力発信イベントの開催

誇
り
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち

来
て
よ
し
、
住
ん
で
よ
し
、
育
て
て
よ
し
！

輝
く
諫
早
　
夢
叶
う
ま
ち

歴史を学び、自然と文化を大切に守
り、次世代へ継承しながら、地域の誇
りとして生かすまち
子ども若者が芸術・文化活動に触れる
ことで、豊かな心を育むまち



基本目標 施　策 目指す姿 施策の展開 主な取組

第３次諫早市総合計画の施策体系（案）
将来都市像

水とみどり豊かな環境づくり 公園・緑地の整備

 公園施設の計画的な維持管理

 造成に伴う新たな都市公園の整備

 官民連携による公園の整備・運営の推進

花と緑に囲まれたまちづくり

 花いっぱい運動の推進

 緑の基本計画の策定

 花医・樹医相談助言

水と緑に親しむまちづくり
 市民参加による水辺空間の利活用の推進

 生き物とひとにやさしい水環境の創造

本明川に親しむまちづくり
 本明川を活かした賑わいの場の創出

 本明川桜づつみの継続的な利活用の推進

未来につながる環境の保全
自然環境や生態系を守り、限りある資
源を未来の世代へ引き継ぐまち

自然と共生する暮らしの推進
 生活環境や自然環境の保全

 環境教育・意識啓発の推進

脱炭素と循環型社会の実現
 ごみの減量・再資源化の推進

 ゼロカーボンシティ実現のための取組推進

シティプロモーションの推進  シティプロモーション戦略に基づく施策の推進

郷土愛を育む市民目線の広報広聴活動

 広報諫早の充実

 ホームページ、SNS等を活用した積極的な情報発信

 市民の声を大切にした広聴活動の推進

 横断的な広報体制構築のための人材育成

選ばれるまちづくり

 出会いのきっかけづくり

 きめ細かな移住相談

 空き家バンクの利用促進

 地域おこし協力隊と連携した情報発信

 新生活実現支援

誇
り
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち

市民参加による緑化推進や河川美化に
努めるとともに、市民の集う憩いの場
として利用される公園や水辺の空間づ
くりによる、水とみどり豊かなまち

「住み続けたい」、「住んでみたい」
と感じてもらえる、誰にとっても「住
みよい」、「選ばれる」まちの実現の
ため、市民が地元に対して誇りや愛着
を持ち、行政と共に市の魅力発信を行
うまち

シティプロモーションの展開
（再掲）



基本目標 施　策 目指す姿 施策の展開 主な取組

第３次諫早市総合計画の施策体系（案）
将来都市像

安心できる地域福祉の推進

地域共生社会の実現に向けた基礎を築
き、地域福祉活動を継続的に実施する
ために、地域福祉を担う人づくりを目
指すとともに、公助の役割の着実な推
進に努め、地域福祉を支えるまち

地域福祉を担う人づくりと支える仕組みづくり

 民生委員・児童委員への支援

 ボランティア活動等への支援

 生活困窮者の自立に向けた支援

 地域福祉活動の拠点の場づくり

 関係団体との連携強化

 重層的な支援体制の整備

共に支え合う地域づくり
 地域における見守りの推進

 地区（校区）社会福祉協議会活動の推進

健康づくりと保健・医療の充実
市民の健康維持・増進が日常生活に根
付き、地域医療体制が継続され、安心
して暮らせるまち

健康づくりと保健予防の推進

 健康いさはや２１の推進

 食育の推進

 生活習慣病予防の推進

 健康教育・健康相談の実施

 健康診査の実施

保健・医療の連携医療の連携
 国民健康保険の適切な運営

 安心安全な地域医療体制の継続

明るく活力ある長寿社会の実現 介護サービス基盤の整備

 サービス提供・支援体制の構築

 介護人材の確保、定着基盤の構築

 職場環境改善、生産性向上の推進

高齢者が活躍できる地域づくり

 介護予防教室の開催

 住民主体の介護予防活動の支援

 集いの場や生活支援の住民活動を情報発信

 高齢者の社会参加の促進

高齢者が安心して暮らせる地域づくり

 相談窓口の機能強化

 認知症に関する情報発信

 認知症サポーターの養成

 ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）の普及

 在宅医療・介護に関する情報発信と相談支援

 多職種の対応力向上と協働支援

 地域での支え合い体制づくり

 住まい確保のための支援

生きがいを持てる地域づくり  ふれあいいきいきサロンの活動支援

自立と共生の障害者支援 シームレスな（切れ目のない）支援の展開

 重層的な相談支援体制の充実

 自立支援給付等による日常生活の支援

 障害のある児童に対する教育・療育の充実

 医療・保健・福祉の連携の推進

社会参加の促進

 安心・安全な生活環境の整備

 バリアフリーの推進

 スポーツ・芸術・文化活動の振興

 雇用・就労の推進

支えあいのしくみづくり

 障害に対する理解促進

 権利擁護の推進

 ボランティア活動等の支援

 防犯・防災体制の確立

総合的な防災体制の強化 治水対策の促進

 流域治水による減災・防災の実現

 計画的な排水施設の維持管理

 河川改修の推進

 本明川ダム建設事業の整備促進

危機管理体制の強化

 地域防災力の向上

 防災DXの推進

 消防団の団員確保、装備の充実等

 有事に備えた国民保護体制の充実

  男女共同参画の視点に立った防災の推進

土砂・海岸災害を未然に防ぐインフラ整備
 急傾斜地対策の推進

 海岸災害の予防保全

輝
く
諫
早
　
夢
叶
う
ま
ち

来
て
よ
し
、
住
ん
で
よ
し
、
育
て
て
よ
し
！

持
続
可
能
な
ま
ち

高齢者が、住み慣れた地域で、自分ら
しい暮らしを、一層安全・安心に、人
生の最後まで続けられるまち

障害のある人が、誰一人取り残される
ことなく、あらゆる社会活動に参加・
参画することができるまちづくりに努
め、障害のある人もない人もそれぞれ
の役割と責任を共に果たせる共生のま
ち

自助・共助・公助の概念のもと、相互
が連携しながら被害を最小限に抑える
ため、いつ起こるかわからない災害の
発生に備えた防災・減災の取り組みに
よる、災害に強いまち



基本目標 施　策 目指す姿 施策の展開 主な取組

第３次諫早市総合計画の施策体系（案）
将来都市像

交通安全・防犯意識の推進
交通事故や犯罪、消費者被害などが起
こりにくい環境づくりを推進し、だれ
もが安全・安心に暮らせるまち

交通事故のないまちづくり

  関係団体と連携した交通安全思想の普及や啓発活動による交通

　 安全意識の向上
 通学路の交通安全対策の推進

 交通安全施設の維持・整備

犯罪のないまちづくり

 犯罪のない安全な地域づくりの推進

 防犯情報の発信による犯罪被害の未然防止

 子どもの安全見守り活動

相談体制の充実
 消費者被害の救済と被害防止

 各種専門家等による相談の実施

安全・安心な暮らしを支える基
盤づくり

安全・安心に暮らせる強靭な生活基盤
を築き、未来にわたる安心と豊かさを
市民が享受できるまち

上水道の耐震化事業の推進と経営基盤の強化

 水道施設更新・整備

 管路更新・耐震化

 持続可能な料金体系の検討

生活排水対策の推進と持続可能な事業運営

 公共下水道管渠整備

 処理場等施設の更新・耐震化

 農業集落排水施設の公共下水道への統合

 維持管理業務への包括的民間委託導入

 浄化槽設置費補助

生活基盤の整備

 すみよか事業の推進

 空き家等の適正管理の推進

 市営住宅の適正管理

 バリアフリー・安全型リフォーム支援

暮らしと経済を支える交通基盤
の整備

人や物の移動を円滑化し、誰もが暮ら
しやすく、働きやすく、訪れやすいま
ち

道路ネットワークの構築

 高規格幹線道路の整備促進

 （島原道路、有明海沿岸道路）

 一般国道および一般県道の整備促進

 市街地の交通渋滞対策の推進

 都市計画道路の整備推進

 地域間を連絡する市道の整備推進

市民生活の足の確保
 バス路線の維持・確保と見直し

 地域鉄道維持のための事業者支援

九州新幹線西九州ルート（新鳥栖～武雄温泉間）のフ
ル規格による整備促進

 早期整備に係る要望活動

 関連イベントの開催

交通渋滞対策の推進
  渋滞発生要因や対策に関する調査研究
  官民連携による渋滞緩和策の推進

港湾の整備  海上輸送能力と漁業活動の向上に資する港湾施設の整備

健全で効率的な行財政運営の推
進

時代の変化や新たなニーズに的確に対
応する市民サービスの充実したまち

地方自治基盤の強化

 行政改革の推進

 柔軟な行政組織運営

 デジタル技術を活用した行政の効率化

 健全で持続可能な財政運営

 ふるさと納税制度を活用した地場産業の活性化と新たな

　自主財源の確保

 入札・契約事務の電子化の推進

 公共施設等の適正管理の推進

 地籍調査事業の推進

持
続
可
能
な
ま
ち

来
て
よ
し
、
住
ん
で
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ち



諫早市総合計画審議会・諫早市まちづくり総合戦略推進会議にかかる御意見等（1/2） 

 

 内 容 回 答 

① 

外国人材の確保のための施策拡充

について 

（例として、外国人課の設置や医療

機関における外国語対応など） 

本市における外国人住民は令和７年８月

で1,477人であり、年々増加傾向にあります。 

 今後の労働力確保の観点から見ても、外国

人材に頼る部分は大きくなる見込みであり、

このための施策として、「多文化共生の推進」

「外国人材の受入促進」を主な取組として設

けたいと考えております。 

 なお、組織機構については、市議会定例会

においても、国際関係を扱う専門の部署が必

要であり、設置に向けて進めていきたいとお

答えしている状況であります。 

② 

「ＬＧＢＴＱ＋」等の方々への施策

の検討について 

性は多様であるという考え方とともに、

「ＬＧＢＴＱ＋」という言葉も広がってきて

いると思われます。 

全ての人が性で差別されることなく、自分

らしく生きることができる社会をつくるこ

とが重要であり、人権意識の一層の高まりが

図られるよう、今回の骨子案において、施策

の展開として、「人権を尊重する社会づくり」

を設けており、ここに包含しているところで

あります。 

③ 

計画策定後の見直しについて 

（社会状況等の変化に伴う再検討 

はあるのか） 

将来都市像については、今後 10 年のまち

づくりの目指す姿であることから、見直し難

いと考えています。 

ただし、施策については、社会状況等が大

きく変化し、これに対応していくには十分で

ないと判断される場合には、見直しを含めた

検討をしていくべきものと考えております。 

 

 

 

 



諫早市総合計画審議会・諫早市まちづくり総合戦略推進会議にかかる御意見等（2/2） 

 

全国的に少子高齢化が進む中、老後の備え、自力生活の困難、健康問題、生きがいを

持てる社会等様々な不安があります。 

 また、世界情勢の不確実性と合わせ、日本での農業人口の減少もあり、食の安全保障

も危ぶまれています。 

 このような中、共助、体を使い健康維持、自給自足経済圏的な諫早市も一つの姿とし

てあるのではないかと思い、提案します。 

 内 容 回 答 

① 

○就農対策の拡充 

中山間地域では、離農による荒廃 

地も増えている中、市でも市民農

園、新規就農・後継者対策にも取り

組んでおり、更に拡大し強化いただ

きたいと思います。 

 

 中山間地域における離農や荒廃地の増加

は、地域の持続可能性や農業振興にとって重

要な課題です。 

市としても、次期計画において、「特色ある

農業の振興」において、「担い手の育成」、「中

山間地域への支援」などを取組として設け、

魅力的な農業が発展しているまちを目指し

て取り組んでいきたいと考えています。 

② 

○長寿化リスクに対して（農・食・

健康）の提案 

 

シニア就農により食の確保・自

給、運動や未病・健康への取組の実

施（農業者率が高い県は１人当たり

老人医療費が低い傾向） 

 

 例として、シニア世代・高齢者に

作る楽しみ、売る楽しみを感じても

らう「生きがい就労」の取組 

（貸農園の活用や直売所への出荷

などを通した担い手化） 

 

 

 

 

これらの取組は、地域内での食料供給を強

化し、食の安全保障を高めるとともに、シニ

ア層の生きがい創出と健康維持、さらには地

域の持続可能性を高めることに寄与するも

のと思われます。 

 次期計画において、「高齢者が活躍できる

地域づくり」を施策の展開として設けたいと

考えています。 

 


